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2019年度3月期 売上

Ⅰ. 島津のあゆみ
A. 創業から現在まで
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人の健康
健康寿命の延伸 適切な医療の提供など

安心･安全な社会
自然環境の保全や食の安全、 老朽インフラの診断など

産業の発展
新素材の開発支援、 輸送機の省エネ・軽量化など科学技術

安心・安全
な社会

産業の発展

人の
健康

重点成長分野 主要テーマ

ヘルスケア 医療、ライフサイエンス、医薬、食の安全/機能性食品

インフラ 各種インフラ検査、研究開発/製造設備

マテリアル 新材料、機能性材料、複合材料

環境／エネルギー 環境計測/規制対応、再生可能/水素エネルギー

4

中計最終年度目標

2020年度3月期

 売上高：4000億円以上

 営業利益：450億円以上

Ⅰ. 島津のあゆみ
B. 中期経営計画（2017.4-2020.3）
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SDGsに関する当社事業の貢献度分布

事業活動での貢献度 高い低い

社
会
へ
の
貢
献
度

高い

低い

事業による貢献度の高い
SDGs目標

事例1 乳がんの早期診断・治療支援

事例2 認知症予防・診断の取組

すべての人に健康と福祉を

乳房専用PET装置
“Elmammo”

近赤外光
カメラシステム
LIGHTVISION

質量分析計
の活用

Ⅰ. 島津のあゆみ
C. SDGs目標達成に向けた取組強化
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1.島津のあゆみ

2.島津の研究開発，研究開発戦略

3.ヘルスケアR&Dセンターの紹介

4.纏め
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内容

島津製作所の研究開発戦略
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先端的科学技術の成果で、
『社会課題の解決』に貢献

＊ヘルスケア
疾病の早期発見
健康増進 等

＊インフラ
安全システムの開発 等

＊マテリアル
新素材の性能評価 等

＊環境・エネルギー
環境モニタリング
電池長寿命化の支援 等

Ⅱ. 島津の研究開発，研究開発戦略
A. 『社会課題の解決』に向けた、最先端技術開発の取組み

 「基礎研究」「製品・サービス開発」「応用技術・アプリケーション」の各機能を強化・拡充を推進。☛ p.5
 中期経営計画に沿い、研究開発の大幅な強化に取り組む。☛ p.6
 先端科学技術の成果で、『社会課題の解決』に貢献して行く。

＊

＊

＊
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生体高分子の分析

8

〈米国〉

イノベーションセンター

〈欧州〉

イノベーションセンター

〈シンガポール〉

イノベーションセンター

〈中国〉

質量分析センター

「基盤技術研究所」

先端的基礎技術の研究開発

田中耕一記念質量分析研究所

質量分析の基盤技術開発

島津 欧州研究所

質量分析・X線分析

の基盤技術開発

島津 上海研究所

質量分析の基盤

技術開発

総合デザインセンター

製品のデザイン開発

《 基 礎 研 究 》

基盤技術研究所拡張
(2020.8完成予定)

分析・医用融合

ヘルスケアR&Dセンター

事業部 開発部門

分析・医用・産機・航空

仏 Alsachim

試薬開発

アカデ
ミア

先端的
企業

《 装 置 ・ 試 薬 開 発 》

〈日本〉

東京イノベーションプラザ

2020.12竣工予定

《 応 用 技 術 ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 》

Ⅱ. 島津の研究開発，研究開発戦略
B. 研究開発機能の強化

カナダ SSDC

ソフトウェア開発
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基礎研究
SHIMADZUみらい共創ラボ

2020年8月完成予定

製品/システム開発
ヘルスケアR＆Dセンター

2019年6月4日開所式

アプリケーション技術開発
Shimadzu Tokyo Innovation Plaza（仮）

2020年12月完成予定

※2021年4月（次期中計2年目スタート時）
基礎研究、製品開発、アプリケーション
技術開発の新施設がすべて揃う

市場浸透 新商品開発

新技術/商品/サービス既存技術/商品/サービス

既
存
市
場

新市場開拓 多角化

当社保有技術の
新しい用途開発

既存の装置
の改良等

当社にない新しい分野
の技術・用途開発

オープンイノベーション

新
市
場

ヘルスケアR&D
センター

Shimadzu
みらい共創ラボ

基礎研究

製品・システム開発

Ⅱ. 島津の研究開発，研究開発戦略
C. 今後オープンする新施設
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1.島津のあゆみ

2.研究開発戦略，研究開発戦略

3.ヘルスケアR&Dセンター

4.纏め
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内容

島津製作所の研究開発戦略
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１階 お客様と共に新しい価値を創る
オープンイノベーション空間

2-4階 ライフサイエンス関連部門を集約、
また分析と医用の事業連携拠点を
推進

 ライフサイエンスの研究開発部門を集約、またオーペンイノベーションの拠点とし様々な共同研究を推進。

 ヘルスケアの大きなイノベーションを創出、日本より世界に多数発信。

 ヘルスケアの大きな研究成果の社会実装に取り組み、よりよい社会の実現に科学技術で貢献して行く。

《ヘルスケアR&Dセンター》
建屋：地上4階建て
延床面積：19,300㎡
竣工：2019年2月

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
A. ヘルスケアR&Dセンターの紹介
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 共同研究開発ラボを常設（「KYOLABS（キョウラボ）」）、オープンイノベーションを推進。
 内外の英知を結集し、ヘルスケアを中心にした革新的技術の創出を目指す。

2.「協働ラボ」
（8つの独立したラボを設置）

「協働ラボ」生化学実験室

1.「共創ラボ」
（新たな技術的価値を探る）

「協働ラボ」
一般化学実験室

「共創ラボ」実験室

「共創ラボ」展示エリア

１階 交流

社内外の交流の場として、
一息ついて頂くコワーキングスペース

未来像
当社のコア技術や当社が思い描く未来の
世界を展示や映像で紹介

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
B. ヘルスケアR&Dセンターの1F, 「KYOLABS」
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人に優しい
検査室･診察室

「人の健康」の維持・増進のために、分析と医用の技術を融合し、

幅広い領域で革新的な製品やサービスを提供

ウェアラブル技術

小型化技術常時計測

自宅が診察室に（遠隔医療）

データ管理技術

AI技術

センシング技術

高感度化

IoT技術

ロボット技術

安全で
美味しいもの
をすぐに判定

心の健康を見守る

事
例

革新

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
C. 未来を予測した最先端技術の開発
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分野 研究テーマ 共同研究機関 概要

医療・がん 早期がんスクリーニング解析システムの高度化 神戸大学, 国立がん研究センター他 大量処理用オンラインシステムの開発

食品 自動前処理装置の開発 欧州の受託分析会社 残留農薬前処理の自動・高速化を実現

細胞 次世代細胞ラボ事業の実証評価 株式会社 iPSポータル iPS細胞による創薬プラットフォームの構築

分野 研究テーマ 概要

医療・食品 自動前処理技術の開発
自動化した超臨界流体による目的成分抽出、食品機能成分抽出・バイオマーカ探索に応用
次世代検査を想定した、全自動LCMSシステムを構築する前処理装置

バイオ 質量分析計によるオミックス解析 代謝物の網羅的解析を実施、スマートセルインダストリーの実用化を模索

医療・脳科学 脳機能研究 近赤外光脳機能イメージング（fNIRS）を用い、脳の認知・運動機能を計測

医療 バイオマーカー探索の質量分析計 バイオマーカー探索に向けた、新規質量分析計・解析法を開発

1.「共創ラボ」
新たな技術的価値を探る

2.「協働ラボ」
独立したラボを設置

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
D. ヘルスケアR&Dセンターのテーマ事例
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３.「共創ラボ」展示ゾーン
新たな技術的価値を探る

「共創ラボ」展示エリア

No. 区分

1 アドバンストヘルスケア

2 脳

3 細胞

4 遺伝子

5 臨床オミックス

6 イメージング

7 TOF-MSテクノロジー

8 食品安全・機能性食品

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
D. ヘルスケアR&Dセンターのテーマ事例：共創ラボ展示ゾーン
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分析計測技術

医用画像診断技術

 分析計測技術と医用画像技術の融合による新たな付加価値をもつ製品・サービスの提供

 日常の健康管理にはじまり、診断・治療・予後管理までの一連の領域に対する横断的なサポート

最先端の分析計測技術

・ クロマト分析システム
・ 質量分析システム
・ 光分析システム
・ 表面分析・観察システム
・ ライフサイエンス関連分析システム

進化した医用画像診断技術

・ X線TVシステム
・ 血管撮影システム
・ X線撮影システム
・ PETシステム
・ 近赤外光応用システム

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
E. “アドバンスト・ヘルスケア” のコンセプト
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■東北大学との共同開発：原発性アルドステロン症の診断と手術

■検査と手術を同一日に実施することにより患者負担を低減

→従来は、手術前のカテーテル採血後、血液検査は外部に依頼、１週間後、LCMSデータを見て手術実施

医用：血管撮影装置 分析：LCMS

データ統合ソフトウェア
(医用の画像データと分析の質量分析データを統合)

質量分析データ(数値)画像データ

統合ソフトウェア画面

質量分析データ（複数箇所の数値） 医用画像（複数箇所から採血）

5 箇所から採血

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
F. 分析機器と医用機器を活用した新規システム製品 (1)

医用画像と分析質量分析データ同一画面で確認する統合システム
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■薬剤が結合したがん細胞に、近赤外線を当てるだけで、がん細胞が死滅

■放射線治療・抗がん剤治療・化学療法と異なり、患者の負担がない（被ばくなし、副作用なし）

がん細胞がん細胞

薬剤が近赤外光を
吸収し、細胞膜を
破壊
→尿に流出した成
分をMSで分析し、
治療効果を確認

薬剤ががん細胞
に集積する

がん

薬剤を
注射

近赤外光を照射

がん光免疫療法の流れ

融合製品

手術支援用
近赤外光カメラ

質量分析計
(MS)

がん光免疫治療装置

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
F. 分析機器と医用機器を活用した新規システム製品 (2)

がん光免疫療法：米国国立がん研究所(NCI)の小林久隆教授との共同
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リハビリ効果評価
(近赤外光
イメージング)

術中血管視認
(X線撮影装置)

投薬管理
(MS)
(ゲノム情報）

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

1. 次世代検査事業 2. 分析-医用融合システム

健康管理アドバイスシステム
認知症予防ポータルサイト

3. 健康管理事業

アドバイスレポート
(個人・事業者向け)

健康管理

疾患予防

軽度認知障害機能改善評価
(近赤外光イメージング)

副腎静脈採血支援
(X線撮影装置)
(MS)

画像診断
(X線撮影装置)

画像診断
分子診断
(マンモPET）
(MS)

治 療
日常の

健康管理

がん

精神疾患

生活
習慣業

ケア
システム

診 断超早期
検査

予後管理

術中リンパ節視認
（近赤外カメラ）

 日常の健康管理から診断・治療・予後管理に到るまで、様々な先進的医療をシリーズで提供。
 健康の維持・向上に向け、トータルヘルスケアシステムを構築。

疾患バイオマーカ
(MS)
(ゲノム情報)

がん光免疫治療
（近赤外カメラ）

疾患バイオマーカ
(MS)
(ゲノム情報)

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
G. “アドバンスト・ヘルスケア” の取組み概観
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 独自のデジタルイオントラップ技術（特許）により、A3サイズフットプリント・25kgの小型・軽量化を実現。

 世界最小のMALDI-MS として需要の開拓を推進。

 バイオ（抗体）医薬の解析や糖鎖などの生体高分子及び合成高分子の構造解析に威力を発揮。

MALDI-TOFMS

“MALDI-8020”

MALDI-TOFMS

“AXIMA” series

MALDImini-1

〈島津のMALDI製品とのサイズ比較〉

デジタルイオントラップ技術

MALDI
Matrix-Assisted Laser Desorption/Ionization

• 高感度
• 高質量
• 高分子を効率的にイオン化

DIT
Digital Ion Trap

• 広(高)質量範囲
• 高度な構造情報（MSnスペクトル）
• 小型

2AB

N型糖鎖のMS3解析

0.31 m

0
.3

2
 m

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
H. 先端的ライフサイエンス機器 (1)：新規質量分析システムの開発
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豊富なアプリケーションソフト・データベースを提供、ユーザーの利便性向上を追求。

＊食品

「GC/MS 食品中残留農薬
分析用メソッド
パッケージVer.2」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
残留農薬Ver.3」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
動物用医薬品Ver.2
・アミノグリコシド
抗生物質」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
マイコトキシン」

＊環境

「Smart Environmental 
Database」

「フタル酸エステル
スクリーニング
システム」
※RoHS(II)指令

対応

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
水質農薬分析」

＊IVD

「Neonatal Solution 
Ver.2.30(新生児代謝異常スクリー
ニング)」

「免疫抑制剤分析キット
DOSIMMUNE」

＊医薬

＊ライフサイエンス

「Smart Metabolites 
Database」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ 一次
代謝物Ver.2」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
脂質メディエータ
Ver.3」

「LC/MS/MSメソッド
パッケージ
細胞培養
プロファイリング」

＊薬毒
物

「GC/MS法薬毒物データベース
Quick-DB・
GC/MS/MS
薬毒物データ
ベース Ver.2」

「LC/MS/MS薬毒物迅速
スクリーニング
システムVer.2」

「LC/MS/MS薬毒物
データベース」

「DPiMS-8060 薬毒物迅速スクリー
ニングシステム」

「多検体定量支援
ソフトウェア
LabSolutions
Insight」

21

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
H. 先端的ライフサイエンス機器 (2)：豊富なアプリケーションの展開
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①生体に安全な近赤外光を使用

②大脳皮質の神経活動に伴い変化するヘモグロビンの相対的変化量を計測

③結果をリアルタイムで、トレンドグラフおよび画像として表示可能

fNIRS:functional Near-InfraRed Spectroscopy 

脳機能の評価

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
H. 先端的ライフサイエンス機器 (3)：近赤外光脳機能イメージング装置
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－近赤外光で脳機能の活性度を確認可能

（脳トレ、計算、運動、芸術活動など）

－スポーツジムとの連携など

介入予防サービス

認知障害回復度の
確認/予防

MCI血液検査

Ⅲ. ヘルスケアR&Dセンター
H. 先端的ライフサイエンス機器 (4)：近赤外光脳機能イメージング装置
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1.島津のあゆみ

2.島津の研究開発，研究開発戦略

3.ヘルスケアR&Dセンター

4.纏め

24

内容

島津製作所の研究開発戦略
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基盤技術研究所/ SHIMADZUみらい共創ラボ
（京都府精華町）

基礎研究分野の開発機能を大幅に拡充。先端技
術、脳五感、革新バイオ、AI など、最先端の技
術開発に挑む。またオープンイノベーションに
も積極的に取り組む。2020.8竣工予定。

基礎研究の強化

ヘルスケアR&Dセンター
（京都市三条工場内）

ライフサイエンス技術部門を集約。共同研究環
境を整備、大学・企業等の異分野の先端的パー
トナーとの協業を推進。また分析と医用の連携
を深化、新たな付加価値を創出。2019.2竣工。

製品・サービス開発、新事業の推進

東京イノベーションプラザ
（神奈川県川崎市キングスカイフロント内）

先端的分析手法・アプリケーションの開発を推
進。首都圏、羽田空港近くの立地を活かし、研
究者の国際的交流機能としても活用。
2020.12竣工予定。

応用技術・アプリケーション開発の加速

 ヘルスケアR&Dセンターに続き、基盤技術研究所の拡充、東京イノベーションプラザの新設を計画。
 製品開発から、基礎研究、アプリケーション開発と、技術力を総合的に大幅強化。
 各研究機関では、オープンイノベーションを積極化、革新的な成果の創出を目指す。

Ⅲ. 纏め
製品開発から基礎研究、アプリケーション開発へと技術力を総合的に強化



島津の研究開発戦略 2019.6.7 26

 京都府

 2019年3月、「イノベーション都市創造」
を目的に、京都府と提携。

 「けいはんな学研都市における脳機能
解析技術の研究開発」など、10項目で
協業を推進。

 山口県

 2018年12月、健康づくりなどをテーマ
に、山口県・山口市・山口大学と提携。

 県内の医療機関や住民モニターの
協力を得て、認知症リスクの低減に
ついての研究を推進。

 宮崎県

 2015年に「食の安全分析センター」を宮崎県と共同で設立。
 残留農薬成分の一斉分析手法や食品の機能性成分の分析など、食品の付加価値向上に向けた

取り組みを推進。
 2019年3月、「第1回日本オープン・イノベーション大賞」農林水産大臣賞を受賞。

2019年3月提携調印式
右 西脇京都府知事
左 上田弊社社長

2018年12月提携調印式
左から、岡山口大学長、
上田弊社社長、村岡山口県
知事、渡辺山口市長

Ⅲ. 纏め
地方自治体との協業、地方創生への貢献
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本説明資料に記載の将来の業績に関する内容は，経済情勢・為替・テクノロジーなど

様々な外部変動要素により，事前見通しと大きく異なる結果となることがあります。


